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みなみだより

　　　　　　　ー　認め合おう　みんな違って　あたりまえ　ー

体育会 モルック部 部員募集！！
体育会では、今年度から新たにモルック部を作りました。
モルックは約20㎝の棒を投げ、狙ったピンを倒して得点を先に50点にすること
を競うニュースポーツで、市スポーツ協会も普及に取り組んでいるものです。
練習は、基本的に毎月第４土曜日の１８時から２０時までローズアリーナ
で行います。
興味がある人は、部長の橋本まで連絡をお願いします。

南交流館
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お知らせ

募 集

第３５回 とんど火祭り
日 時 ： ２０２６年（令和８年）１月１８日（日） ※小雨決行

１３時～ 開場
１４時～ とんど火祭り

場 所 ： 南小学校 グラウンド ※雨天の場合、１月２５日（日）に順延

◎書初め、しめ縄がある方はご持参ください。しめ縄の金具やプラスチック、 みかん等の飾りは

必ず取り外してください。

◎餅を焼く竿をご用意します。餅を焼きたい方は、アルミホイルに包んで各自ご用意ください。

◎参加記念品を用意しています。終了後、出口にてお受け取りください。

皆さんのご来場をお待ちしております。

主催：南学区まちづくり推進委員会／南学区とんど火祭り実行委員会

手編講座「ポンポンでつくる干支の午ちゃん」
日 時 ： １２月23日（火） １0時0０分～１2時0０分
場 所 ： 南交流館 会議室
講 師 ： 宇根 浩美さん
材料費： ３５０円
定 員 ： １０人（先着順・定員になり次第締め切り）
申込み： 南交流館まで（☎０８４－９３２－０３７４）

★持ってくるもの★

はさみ・お手ふき

社会教育活動事業

まずは体験だけでも

いいので、

ぜひご参加ください！
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行事 報告

人権だより （まちづくり交流会）

第４３回南学区民ふれあい広場文化祭 標語入選作品
今年もふれあい広場文化祭の標語を南小学校児童の皆さんから募集しました。たくさんの応募をいただき、児童の皆さん、
本当にありがとうございました！入選作品については、１１月３０日に南小学校で開催された「第４３回南学区民ふれあい
広場文化祭」で掲示と表彰を行いました。

◎交通安全の部
・ライトつけ ぼくはここだと しらせよう

１年 佐々木 湊大
・しんごうき あおになっても さゆうみて

１年 西田 陸翔
・ゆずり合い みんなで守る 大事な命

４年 猪原 健吾
・あぶないよ スマホちら見が 事故のもと

５年 林 優花
◎防火の部
・コンセント ほこりがたまると 火事の元

３年 粟村 昇太
・火のようじん 一度かくにん 二度かくにん

６年 後藤 淳史

◎防犯の部
・ぼうはんぶざー わたしをまもる

たいせつなおともだち １年 柳田 采春
・本当かな？ お金の話 かくにんだ

５年 坂崎 史織
◎防災の部
・防災グッズ こつこつためて 不安ゼロ

５年 佐藤 礼乃
◎明るいまちづくりの部
・おかえりと 今日も元気な 見守りたい

５年 原山 悠葵
◎たばこの害・マナー・青少年健全育成の部
・たばこのけむり みんなのけんこう じゃまするよ

２年 石倉 真琴

民生委員変更のお知らせ
・御門町一丁目 （変更前）大本 光政 → （変更後）楢﨑 恵子

第４３回南学区民ふれあい広場文化祭にて、「福山空襲」についてのパネル展示をしました。
空襲後の福山市の写真を見て、今のまちの様子からは想像もできない焼け野原に驚いた方も多かったです。戦後８０年がたち、
現在の日本で平和に暮らしていることの尊さを実感された方もいらっしゃるではないでしょうか。戦争は、人の命や人権がとても
軽く扱われてしまいます。そんな戦争を二度と起こさないために、過去の戦争について知り、それを教訓にしていけたらと思いま
す。今後も多くの方の心に残る展示を企画していきます！

また、まちづくり交流会へのご参加ありがとうございました。
１１月２０、２１、２５、２６日、昼間１会場、夜間３会場にて町内会の皆さんや関係者のご協力により「まちづくり交流会」
（住民学習会）を開催いたしました。「ヤングケアラー」をテーマに、DVD『みんな笑顔になる日まで』を鑑賞し、こども家庭庁
のリーフレットを用いて学習しました。お手伝いと思われる範囲を超えて、家事や家族の世話などを日常的に行っているこども・
若者のことを「ヤングケアラー」といい、当事者は当たり前と思ってやっているため、負担や責任が重くなっても本人からSOSが
出てきにくいということを知りました。話を聞いたり相談できる場所を教えてあげられるような地域になれたら、と参加者同士で
話をしました。
これからも、参加者に「来てよかった」、誰もが「住んでよかった」と思える南学区をめざして学習を進めていきます。

防災訓練 三日間生きる知恵袋
11月23日「南海トラフ地震発生 5分後津波避難指示発令」福山市総合防災訓練に合わせ南学区防災訓練を実施。南小学校の体育館に

120人の避難がありました。今回は「三日間生きる知恵袋」をテーマとした情報提供型の訓練で、防災リーダーが劇をしながら展示ブースを

回り、「さて、そこで問題です」と、受付で配ったクイズについて問題を出しブースの担当者の説明を聞きながら答え合わせをしました。「断水した

場合、必要な水は何ℓ？」(答え：１人１日３ℓ×家族分)、その他「トイレが使えなくなったらどうする？」、「食品のローリングストックとは？」など。

『福山は自然災害もなく安心だわ』とよく耳にします。ところが、過去300年間に福山市に影響があった南海地震と思われる地震は3回ありま

す。宝永・安政・昭和南海地震で、いずれも震度６、沼隈地域では浸水もあった記録があります。福山市には３本の活断層があり、直下型地震が

起こった場合、震度７になる可能性があります。また、福山平野はむかし海だったので液状化しやすく、木造家屋の多くが

倒壊することも想定しておきましょう。

「避難場所」と「避難所」は目的が違います。「避難所」（仮の生活所）の開設は２～３日後ですから、それまでの３日間

を自分の力で生きる対策をしておきましょう。情報入手のためにも携帯電話と充電器は必需品です。

※防災訓練では便宜上体育館への避難でしたが、地震の避難場所は体育館ではなくグラウンド（近くの公園など）です。津波避難指示が出た

場合は浸水想定区域外へ避難しましょう。津波が発生した場合、津波到達まで４時間半あると言われています。正しい情報を得ながら、近くの

安全な高い場所に避難しましょう。避難場所は災害によって異なります。福山市のホームページで確認しておきましょう。

（防災リーダー 藤井 裕三）


